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川越地区消防組合

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
（
放
火
自
殺

者
を
除
く
）
は
、
建
物
火
災
の
死
者
数
の

約
九
割
を
占
め
、
近
年
、
全
国
的
に
そ
の

数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
（
概
数
値
）
で
は
一
、
二

二
三
人
と
、
昭
和
五
十
四
年
以
降
最
悪
の

死
者
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
ま
た
、
死
者

の
半
数
以
上
が
高
齢
者
で
、
今
後
も
ま
す

ま
す
死
者
数
が
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
減

ら
す
た
め
消
防
法
が
改
正
さ
れ
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
」
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
二
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
に
な
り
ま
し
た
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
に
な
り
ま
し
た
！

 川越地区消防組合

住宅火災による死者数（人）
住宅火災による高齢者（65歳以上）死者数（人）

※ 「消防白書」より抜粋
　 ただし、平成17年数値は総務省消防庁による概数値

放火自殺者等を除く住宅火災による死者数等の推移
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ー２ー

消防だより2006.6月号

火事・救急・救助は119番

住宅用火災警報器は、住宅火災からあなたの命を守ります住宅用火災警報器は、住宅火災からあなたの命を守ります

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
壁
や
天
井

に
警
報
器
本
体
を
ネ
ジ
で
固
定
す
る
だ

け
で
簡
単
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

設
置
場
所
は
、
住
宅
の
階
数
な
ど
に

よ
り
、
詳
し
く
設
置
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

平
屋
建
お
よ
び
二
階
建
住
宅
は
図
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
三
階
建
住
宅
の

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
消
防
局
予
防

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す

る
質
問
や
相
談
は
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
相
談
室
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
＝
０
１

２
０
‐
５
６
５
‐
９
１
１
）
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ

消
防
局
局
予
防
課
・
TEL
２
２
２-

０
７

４
１

●
訂
正
…
虹
の
マ
ー
チ
第
四
号
・
二
ペ
ー
ジ

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
る
日
程
に
つ
い
て

誤
＝
新
築
住
宅
は
平
成
十
八
年
五
月
三

　
　

十
一
日
ま
で
に
設
置
す
る
必
要
が

　
　

あ
り
ま
す
。

正
＝
平
成
十
八
年
六
月
一
日
以
降
に
着

　
　

工
す
る
新
築
住
宅
に
設
置
す
る
必

　
　

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

階段

◎

寝室

台所
階段

◎
居室

寝室

◎

寝室が１階と２階にある場合

階段

◎

寝室

台所 居室
階段

◎
居室

寝室が２階のみの場合

階段

居室
階段

居室台所

寝室

◎

寝室が１階のみの場合

寝室

◎
台所居室

平屋建

住宅用火災警報器
設置場所…◎

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
！

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
悪
質
な
訪

問
販
売
の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

無
理
強
い
販
売
や
市
場
価
格
を
超
え

る
高
額
な
価
格
に
よ
る
販
売
を
行
う
業

者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
（
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対

象
で
す
）

　

ま
た
、
国
の
技
術
基
準
に
適
合
し
な

い
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
は
購
入
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
消
防
検

定
協
会
の
鑑
定
品
に
は
、
「
鑑
定
マ
ー

ク
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。
製
品
を
購
入

さ
れ
る
際
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
消
防
職
員

・
消
防
団
員
は
住
宅

用
火
災
警
報
器
や
消

火
器
な
ど
を
販
売
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◎平成18年６月１日以降に着工する新

築住宅に設置する必要があります。

◎既存住宅は、平成20年５月31日まで

に設置する必要があります。

住宅用火災警報器

壁面設置式 天井設置式

「鑑定マーク」
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火事・救急・救助は119番

「 消さないで　あなたの心の　注意の火。」「 消さないで　あなたの心の　注意の火。」「 消さないで　あなたの心の　注意の火。」「 消さないで　あなたの心の　注意の火。」

　

皆
さ
ん
は
、
上
の
表
示
を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

　

こ
れ
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
設
置
施
設
で
あ
る
こ
と
を
表

わ
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
室
細
動
と
い
う
心
臓

が
け
い
れ
ん
し
て
、
全
身
に
血
液
が
送

れ
な
く
な
っ
た
状
態
か
ら
心
臓
の
動
き

を
正
常
に
戻
す
た
め
に
使
用
す
る
装
置

で
す
。
一
般
の
方
で
も
簡
単
・
安
全
に

電
気
的
除
細
動
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
の

処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、
す
べ
て

の
消
防
署
お
よ
び
分
署
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
川
越
市
に
は
、

市
役
所
を
は
じ
め
、
文
化
施
設
や
体
育

施
設
・
福
祉
施
設
・
全
市
立
学
校
・
公

民
館
な
ど
一
二
七
施
設
に
、
川
島
町
に
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
・
川
島
中
学
校
・
川
島
西
中
学
校
・

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
五
施
設
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

目
の
前
で
誰
か
が
倒
れ
た
ら
…
「
救

急
車
を
呼
べ
ば
大
丈
夫
」
。
そ
う
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
救
急
車
が
到
着
す
る

時
間
は
平
均
約
六
分
間
。
例
え
ば
心
臓

が
停
止
し
た
場
合
、
約
三
分
で
死
亡
率

は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
ま
す
。
大

切
な
命
を
救
う
た
め
に
は
、
救
急
車
が

到
着
す
る
時
間
ま
で
の
数
分
間
に
応
急

手
当
を
す
る
こ
と
が
大
切
。
そ
れ
に
は
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
な
の
で
す
。

　

川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
も
含
め
て
上
級
・
普
通
救

命
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
近
く
に
な
い
場
合
に
も
、

人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
人
で
も
多

く
の
方
が
応
急
手
当
を
学
ぶ
こ
と
で
、

救
命
の
輪
は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

独
立
法
人
消
防
研
究
所
主
催
の
「
消

防
防
災
機
器
の
開
発
・
改
良
及
び
消
防

防
災
科
学
論
文
」
で
、
救
急
現
場
で
使

用
さ
れ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
改
良
し

た
当
組
合
の
内
田
平
消
防
副
士
長
が
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
備
え
、
消
防
防
災

機
器
の
開
発
・
改
良
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。

申し込み…開催日の２週間前から電話で消防局救急
課・TEL２２２－０１６０
※会場の詳しい場所は消防局救急課または直接各会
　場にお問い合わせください。
消防局救急課　・TEL２２２－０１６０
川越中央消防署・TEL２４２－２３６５
川越西消防署　・TEL２３１－２０６６
名細分署　　　・TEL２３４－０１１９
川島消防署　　・TEL２９７－１８９１

【所有台数】１０台
【配置署所】川越市・川島町のすべて
　　　　　　の消防署および分署

救
命
講
習
で
A
E
D
の
使
い
方
が
学
べ
ま
す

救
命
講
習
で
A
E
D
の
使
い
方
が
学
べ
ま
す

消防車両紹介シリーズ③

高 規 格 救 急 車
　真っ白なボディーに赤いライン。け
が人や病人を緊急に病院へ搬送する救
急車は、消防署で出動回数が最も多い
車両です。
　川越地区消防組合で所有している救
急車はすべて高規格救急車で、救急救
命士が乗車し、心肺停止状態などの重
病人に対して、高度な救命処置を施す
ことができる機材を装備しています。

優
秀
賞
を
受
賞
！

優
秀
賞
を
受
賞
！

平成17年度に導入された
　　大東分署の高規格救急車

◆上級救命講習会
　午前９時～午後５時

日　程
９月１７日（日）
２月２５日（日）

会　場
川島消防署
消防局

◆普通救命講習会
　午前９時３０分～午後０時３０分

日　程
　７月１９日（水）
　８月１６日（水）
１０月２５日（水）
１１月１５日（水）
１２月２５日（月）
　１月２４日（水）
　３月１９日（月）

会　場
名細分署
川越中央消防署
川越西消防署
消防局
消防局
名細分署
川越西消防署

AEDはケースに
入った状態で設置
されています。
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「 消さないで　あなたの心の　注意の火。 」「 消さないで　あなたの心の　注意の火。 」「 消さないで　あなたの心の　注意の火。 」「 消さないで　あなたの心の　注意の火。 」
消防だより2006.6月号

火事・救急・救助は119番

□発行／川越地区消防局　総務課
　　　〒350-0823川越市神明町48-4　☎ 049-222-0700
　　　http://www.119kawagoechiku.jp/
消防テレホンサービス／☎ 223-0700 
　　　　　　　　　＊かけまちがいにご注意ください。

国･県支出金
（国･県からの補助金）
18,938,000円（0.4％）
組合債
（消防施設等の整備にかかる借入金）
123,400,000円（2.8％）
繰越金
（前年度からの繰越金）
80,000,000円（1.8％）
諸収入
（受託収入）
25,062,000円（0.6％）
使用料および手数料
（消防関係検査等の手数料）
4,102,000円（0.1％）
財産収入
（基金運用の利子）
196,000円（0.0％）

　

消
防
行
政
を
運
営
す
る
う
え
で
必
要
な
主
な
財
源
は
、
組
合
を

構
成
す
る
川
越
市
と
川
島
町
か
ら
の
負
担
金
で
す
。

【
負
担
金
】

負担金
（構成市町からの負担金）
4,178,615,000円
　　　　　　（94.3％）

公債費
（長期債の元金および利子）
201,271,000円（4.5％）
議会費
（議員報酬等の議会運営費）
5,661,000円（0.1％）
総務費
（特別職・公平委員・監査委員の報酬等の経費）
3,601,000円（0.1％）
予備費
4,500,000円（0.1％）

消防費
（消防・救急活動等に必要な経費）
4,215,280,000円（95.2％）

平成18年度当初予算　44億3,031万3千円

2006.6
第５号

消防の数字？ 60.22Ｋｍ
　さて、何の長さでしょう？
これは川越地区消防組合で保有している消
防用ホースをぜんぶ繋げた長さです。直線
距離で、川越市から東京湾を越え、なんと
「海ほたる」まで届きます！

☆
「
火
の
用
心
」
を
忘
れ
ず
に 

☆

　

川
越
地
区
消
防
組
合
管
内
で
は
、
こ
と
し
の
一

月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
七
十
九
件

の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
前
年
の
同
一
期
間
に

発
生
し
た
火
災
は
五
十
件
。
こ
と
し
の
件
数
の
多

さ
は
異
例
の
こ
と
で
す
。

　

出
火
原
因
で
最
も
多
い
の
は
「
放
火
ま
た
は
放

火
の
疑
い
」
で
す
。
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
、
ご
み
回
収
日
の
前
夜
に
ご
み
を

出
さ
な
い
な
ど
放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
・
た
ば
こ
・
電
気
ス
ト
ー

ブ
の
消
し
忘
れ
に
よ
る
火
災
も
上
位
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

火
を
つ
け
た
ら
必
ず
消
す
。
就
寝
前
や
外
出
時

は
火
の
元
の
点

検
を
必
ず
行
う

な
ど
、
普
段
か

ら
火
の
用
心
を

心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

「
私
の
家
は

大
丈
夫
！
」
と

油
断
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

　

そ
の
油
断
が

あ
な
た
の
財
産

を
奪
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
！
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